
明
治
大

正

の
世
相

と

こ
と
ば

槌

田

満

文

は

じ
め
に

こ
の
と
こ
ろ
、
明
治
大
正

の
世
相
と
文
学

の
か
か
わ
り

に

つ
い
て
調
べ
る
機

会
が
多

い
。
特

に
、
文
学
作
品

に
お
け

る
新
語

・
流
行
語

・
風
俗
語

の
問
題

に

関

心
を
持

ち

つ
づ

け
て
い
る
。
「
明
治
大
正

の
世
相
と

こ
と
ぽ
」

と

い
う

テ
ー

マ
で
、
考

え
た
と
こ
ろ
を
ま
と

め
て
み

る
こ
と

に
し
た
い
。

俗

に

「
歌

は
世

に

つ
れ
、
世

は
歌

に

つ
れ
」
と

い
う
。
同
様

に
、
新
語

・
流

行
語

は
世
相

・
風
俗

か
ら
生
ま
れ
、
世
相

・
風
俗

は
新
語

・
流
行
語
と
と
も

に

変
わ

っ
て
ゆ
く

こ
と
も

た
し
か
で
あ
ろ
う
。

た
と
え
ば

「
ザ
ソ
ギ

リ
頭
」

は
文
明
開
化

の
シ
ン
ボ

ル
語

で
あ

っ
た
。

「
壮

士
」

と
い
う
呼
び
名

は
、
明
治
十
年
代

の
自
由
民
権
運
動
と
深
く
結
び

つ
い
て

い
る
。
明
治

二
十

二
年

の
憲
法
発
布
や

二
十
三
年

の
国
会
開
設

の
機
運
が

「
帝

国
」

、
の
語

を
は
や
ら

せ
、
.
三
十
年
代

に
は
日
露

の
風
雲
と

か
ら
ん

で
「
恐
露
病
」

が
発
生

し
た
。
「
新

し
い
女
」

は
明
治
末
期

の
婦
人
解
放
運
動
と
と

も

に
登
場

し
、
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
高
揚

は
普
通
選
挙
略

し
て

「
普
選
」
を
実
現
さ

せ

て
い
る
。
世
相

・
風
俗

に
、
新
語

・
流
行
語

は
深
く

か
か
わ

っ
て
い
る
と

い

っ

て
よ
い
。

明
治
大
正

の
世
相

・
風
俗

の
推
移

を
た
ど

っ
て
み
る
と
、
そ

こ
に
は
西
欧

の

近
代
文
化

か
ら
受
け

た
影
響

の
あ
と
が
目
立

つ
。
む

し
ろ
、
百
年

に
わ

た
る
歴

史

の
動
き

は
、
欧
化
を
積
極
的

に
進

め
た
西
洋
志
向
期
と
、
そ

の
リ

ア
ク
シ

ョ

ン
と

し
て
の
伝
統
志
向
期

の
両
極
運
動
と
把
え

る
の
が
、
実
態

に
即
し

た
見
方

で
は
な

か
ろ
う

か
。

近
代

日
本

の
世
相
史

は
、
近
代
化
を
外
向
的

に
推
進

し
た
い
わ
ば
前
向
き

の

西
洋
志
向
期
と
、
内
向
的

に
日
本
回
帰
を

は
か

っ
た
後
ろ
向
き

の
伝
統
志
向
期

の
サ
イ
ク
ル
が
、

ス
パ
イ
ラ
ル

(
螺
旋
状
)

に
展
開
し

て
き
た
と
み
ら
れ

る
。

開
化
期

か
ら
罠
権
期

に

つ
づ
く
明
治
十
年

代
ま

で
の
第

一
次
西
洋
志
向
期

に

は
、
外
国
語
と
と
も

に
訳
語
と

し
て
の
漢
語
が
流
行

し
、
言
文

一
致
と

い
う
新

文
体
が
創
出
さ
れ

た
。

欧
化
熱

へ
の
反
省

か
ら
復
古
的
な
風
潮
が
強
く
な

っ
た
明
治

二
十
年
代

の
第

一
次
伝
統
志
向
期

に
は
、
元
禄
文
学
再
発
見
な
ど

の
影
響
も
あ

っ
て
、
新
し

い

雅
俗
折
衷
体
が
大
勢
を
占

め
て
い
る
。

日
清
戦
争

に

つ
づ
く
日
露
戦
争

に
対
外
的
な

エ
ネ

ル
ギ

1
が
費
さ
れ

た
明
治

三
十
年
代

は
、

ロ
マ
ン
主
義
、
自
然
主
義
、
社
会
主
義
な
ど

の
新
思
潮
を
次

々
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に
採
り
入
れ

た
第

二
次
西
洋
志
向
期

で
あ

っ
た
。
言
文

一
致
体
が
定
着
を
見
た

時
期

で
も
あ

る
。

大
逆
事
件
以
後

い
わ
ゆ

る

〃
冬

の
時
代
"

に
入

っ
た
明
治
末
期

か
ら
大
正
初

年

に
か
け
て
の
第

二
次
伝
統
志
向
期

は
、
新
旧
用
語

の
交
替
期
と
み
る
べ
き

で

あ

ろ
う
。

第

一
次
世
界
大
戦

と

ロ
シ
ア
革
命

の
影
響
を
受
け

て
、
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ
ー

か
ら
昭
和
初
頭

の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
文
学

へ
発
展
す

る
第
三
次
西
洋
志
向
期

は
、

多
く

の

モ
ダ

ソ
語
辞
典
が
刊
行

さ
れ

た
外
来
語

の
急
増
期

で
あ

っ
た
。

昭
和

六
年

の
満
州
事
変

か
ら
第

二
次
世
界
大
戦

に
い
た
る
軍
国
主
義
時
代

の

第

三
次
伝
統
志
向
期

は
、

野
球
用
語
ま

で
追
放

さ

れ

た
外
来
語
受
難
期

で
あ

り
、

一
転

し
て

〃
第

二
の
開
国
"

と
呼
ば
れ

る
戦
後
民
主
主
義

の
第
四
次
西
洋

,
志
向
期

は
、

カ
タ
カ
ナ

こ

と

ば

が

目
立

つ
外
国
語

の
氾
濫
時
代
と
な

っ
て
い

る
。明

治
時
代

は
そ
れ
ま

で
の
ど
の
時
代

よ
り
も
語
彙

の
変
化
が
激

し
か

っ
た
。

ま
た
、
増

え
た
単
語

と
し
て
は
明
治
時
代

に
漢
語
、
大
正
以
後

に
外
来
語
が
多

い
。
外
来
語
増
加

の
ピ
ー
ク
は
明
治
期
、
大
正

・
昭
和
期
、
終
戦
後

の
三
期
と

さ
れ
て
い
る

(石
綿
敏
雄

「
現
代

の
語
彙
」
昭
和

46
年
)
が
、

い
ず
れ
も
前
述

の
西
洋
志
向
期

と
重
な

る
の
は
、
当
然

の
現
象

で
あ

ろ
う
。

明
治
大

正
の
新

語

に
は
、
永
く
鮮
度

を
保

つ
こ
と
が

で
き
ず
、
明
治
初
年

の

「
岡
蒸
汽
」

「
因
循
家
」
、
十
年
代

の

「
非
職
」

「
紳
商
」

の
よ
う

に
、
消
え

た

り
別

な
こ
と
ば

に
変

わ

っ
た
り
し
た
廃
語

も
少

な
く

な
い
。
明
治

二
十
五
年

に

五
代
目
尾
上
菊
五
郎
が

「
塩

原
多
助
」

で
使

っ
た
上
州
方
言

の

「
が

ん
す
」
、

三
十
三
年

か
ら

は
や

っ
た

「
ス
ト

ラ
イ
キ
節
」

の

「
て
な

こ
と
、

お

っ
し

ゃ
い

ま

し
た
か
ね
」

の
よ
う
な
流

行
語

の
場
合

、
そ
の
衰
滅

の
テ

ソ
ポ

は

一
段
と
早

ま

る
。

し

か
し
、
新
語

が

「
温

泉
」

「
演
説
」

「
鉱
毒
」

「
サ
ボ
る
」
な
ど

の
よ
う

に
、

目
常
語

に
組

み
込

ま
れ

て
い

っ
た
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

い
。

ま
た
、
鹿
鳴

館
時
代

の

「
夜
会
結
び
」
、

活
動
写
真
勃
興
期

の

「
ジ
ゴ

マ
」

の
よ
う

に
、
あ

る
時
期

の
世
相
を
鮮
明

に
反
映

し
た
風
俗
語
も
多

い
と

い
え

る
。

世
相

を
示
す

こ
れ
ら

の
新
語

・
流
行
語

・
風
俗
語
を
、
時
代

の
流
れ

に
沿

っ

て
考

え
て
み
た
い
。

1

江
戸
が
東
京

と
変

わ

っ
た
新
時
代

の
世
相

は
、

「
文
明
開
化
」

を

〃
囃

し
言

葉
"

に
し
て
採
用

さ
れ

た
西
欧
文
明

の
所
産

に
彩
ら
れ

て
い
る
。
特

に
明
治
十

年

ご
ろ
ま
で
、
第

一
次

西
洋
志
向
期

の
前
半

に
当

た
る
期
聞

に
は
、
衣
食
住
な

ど
有
形
文
化

の
急
速

な
流

入
が

目
立

っ
た
。

頭

の
切
り
換

え
も

「
ザ

ン
ギ

リ
頭

を
た
た
い
て
見
れ
ば
文
明
開
化

の
音
が
す

る
」

と
歌
わ
れ

た
よ
う

に
、

ま
ず
髪
型
を
変

え
る
こ
と

か
ら
始
ま

っ
て
い
る
。

し
か
し
実
質
が
急

に
新

し
く
な

っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
文
字
通
り
そ

の

「
音
が

す

る
」

だ
け
だ

っ
た
と
い

っ
て
よ
い
。

断
髪
、
廃

刀
、
洋
服

の
採

用
な
ど

の
服
装

の
改
革
を

は
じ
め
、
食
生
活

で
は
肉

食

が
奨

励
さ
れ
、

仮
名
垣
魯
文

の

『
安
愚
楽
鍋
』

(明
治

4
～

5
年
刊
)

に
描

か
れ
た
よ
う

に
、
牛
鍋
屋
が
大

い
に
繁
昌

し
た
。
建
築

の
分
野

で
は
、
新
建
材

さ

ぼ
ん

し

の
煉
瓦
が
使

わ
れ
、

不
燃
都
市
化

の
第

一
着
手

と
し
て
、
関
槎
盆
子

の

『
銀
街

小
誌
』

(明
治

15
年
刊
)

に
詳
述

さ
れ

た
銀
座
煉
瓦
街
が
出
現

し
て
い
る
。

こ
の
時
期

の
新
語

に
は

「
ド

ン
タ
ク
」

(No
民

僧
σq
)
「
ス
テ

ッ
キ
」
八
。゚江
o
犀
)

な
ど
の
外
来
語
、
「
新
聞
紙
」

(づ
Φ
≦
°・
℃
僧
℃
霞
。゚)
「
血
税
」
(
陣ヨ
℃
♀

鮎
自

m9
昌
αq
)

と
い

っ
た
直

訳
に
よ
る
漢
語

が
多
か

っ
た
。

そ
れ
ら
は
主

に
知
識
層

や
学
生

に
よ

っ
て
使

わ
れ
た
が
、
漢
語

の
流
行

は
、
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ば

り

ん
う

ん

ち

明
治
元
年

ご
ろ
京
都

の
芸
妓

が

「
霖

雨

に
盆
池

の
金
魚
が
脱
走

し
、
火
鉢
が
因

循

し
て
居

る
」
な

ど

と
い
う
ま

で
に
な

っ
て
い
る
(
石
井

研
堂

『
増
訂
明
治
事

物
起

原
』

昭
和
19
年
刊

)
。
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー

に
な

っ
た
服
部
誠

一
の

『東

京

新

繁
昌
記
』

(明
治

7
～

9
年
刊
)

が
漢
文
体

だ

っ
た
の
も
、

そ
う
し

た
時
流

に

合
致

し
て
い
た
。

こ
の
時
期

の
新
語

に
見
ら
れ

る
特

徴
は
、
定
着

す
る
ま
で

に
か
な
う

の
揺
れ

動
き

を
示

し
て
い
る
点

で
あ

ろ
う
。

た
と
え
ぽ
、

け巴
①
σq
鎚
冨

が

「
テ
レ
ガ
ラ

フ
」

「
テ
リ
ガ
ラ

フ
」

「
は
り
が

ね
だ
よ
り
」

「伝

信
」

を
経
て

「
電
信
」

に

じ
ゆ
ん
ら

落

ち

つ
く

ま
で
、
b
o
一8
⑦

が

「
ポ

リ
ス
」

「
巡
邏
」

「
邏
卒
」

か
ら

「
巡
査

」

と
定

め
ら

れ
る
ま
で
の
経
緯

は
、

そ

の
好

例
と
い

っ
て
よ
い
。
「袖
時

計
」
「
袂

時
計
」

か
ら

「
懐
中
時

計
」

へ
、

「澑
構
だ
」

「
早
付
木

」
か
ら

「鷹

求
」

へ
の

推
移

に
も
、

か
な

り
の
時
間

が
か
か

っ
て
い
る
。

と
う
け
い

「
御

一
新
」
と

い
う

こ
と
ば

が
消

え
て
「
維
新
」
だ
け
に
な
り
、
「東

京
」
と

い

と
う
き
よ
う

う
呼
称
が

「
東
京
」

一
つ
に
し
ぼ
ら
れ

て
い

っ
た
過

程

に
は
、
明
治
十
年

以
後

に
安
定
を
見

た
政
局
や
世
情
が
反
映

し
て
い
る
と
も

い
え
る
で
あ

ろ
う
。

2

西
郷
隆
盛

の
分
身
が
見
え

る
奇
星
と

し
て

「
西
郷
星
」
が
話
題

を
呼

ん
だ
明

治
十
年

の
西
南
戦
争
が
す
む
と
、
十

一
年
五
月

に
新
政
府

の
中

心
人
物
大
久
保

利
通
が

「
暗
殺
」
さ
れ

た
。
藩
閥
政
府

の

「
圧
制
」

に
抗
す

る

「
壮

士
」

た
ち

の
自
由
民
権
運
動
が

「
演
説
」

(福
沢
諭
吉

の
訳
語

と
さ
れ

る
)

と
と
も

に
さ

か
ん

に
な

っ
た
状
況

は
、
末
広
鉄
腸

の

『
雪
中
梅
』

(明
治

19
年
刊
)

な

ど
で

も
う

か
が
え

る
。

明
治
十
四
年

の
政
変

で
、
十
年

後

の

「
国
会
」
開
設
は
約
束
さ
れ
た
が
、
明

治

十
五
年

四
月

に
刺
客

に
襲

わ
れ
た
自

由
党

総
理
板

垣
退

助

の
名
文

旬

「板

垣

死
す
と
も
自

由
は
死
せ
ず
」
(板

垣
自
身

の
こ
と
ば

で
な

い
と
す
る
説
が
有

力
)

に
よ

っ
て

「
民
権
熱
」

は
ま
す
ま
す
高

ま

っ
た
。

第

一
次

西
洋
志
向
期

の
後
半

に
当
た
る
明
治
十
年
代

で
は
、

そ
れ
ま
で

の
有

形
文
化

の
皮
相
な
移
植

か
ら
、
内
面
的

な
思
想

・
学
術

の
摂
取
に
努
力

が
払

わ

れ

て
い
る
。
明

六
社

の

メ
ソ
バ
ー
に
よ
る
啓
蒙
活
動

を
は
じ
め
、
翻
訳
小
説

や

政
治
小
説

の
盛
行
が

そ
の
動
き

を
促
進

さ
せ
た
。

「
内
地
雑
居
」

を
め
ぐ
る
論
議

を
ま
き
起

こ
し
た
条
約
改

正
問
題

を
解
決

さ

せ
る
た
め
に
、
明
治
十

六
年

に
洋
式

の
大
社
交
場
と

し
て
建

て
ら
れ

た
鹿
鳴
館

で
は

「
ワ

ル
ツ
」
(
妻

巴
言
)

を
踊

る
舞
踏
会
が
、

毎
夜

の
よ
う

に

開

か
れ

て

い
る
。

「
鹿
鳴
館
時
代
」

と
呼
ぽ
れ

た
風
潮

は
、
欧
化

を
目
ざ
す

「
演
劇
改
良
」
「
風

俗
改
良
」

な
ど
、

さ
ま

ざ

ま
な

「
改
良
」
運
動

を
誘
発

し
た
。
「
文
学
改
良
」

の
先
鞭

を

つ
け
た
の
は
、

坪
内
逍
遙

の
文
学
論
】
『
小
説
神
髄
』

(明
治

18
～

19

年
刊
)

で
、

そ
の
実
践
作

『
当
世
書
生
気
質
』

(明
治

18
～

19
年
刊
)

に
は
、

英
語
の
多
い

「轟

の
中
に
エ
ム
螽

羈

汐
け
包
み
こ
ん
で
…

」
と
か
・

れ
ん

漢
語
的
表
現

の

「
お
も

っ
た
よ
り
廉
だ

っ
た

ヨ
」
な
ど
、
当
時

の
書
生
言
葉
が

活
写

さ
れ

て
い
る
。

逍
遙

の
示
唆
を
受
け

て
二
葉
亭

四
迷
が
、

「
速
記
法
」

で
活
字
化
さ
れ

た
三

遊
亭
円
朝

の
人
情
噺

の
語
り

口
を

ヒ
ン
ト
に
創
出

し
た
言
文

一
致
体

は
、
幕
末

の
漢
字
廃
止
論

に
始
ま

る

「
国
語
改
良
」

の

一
つ
の
達

成
点
を
示
す
も

の
で
あ

っ
た
。

二
葉

亭

の
口
語
訳

「
あ

ひ
び
き
」
(
明
治
21
年

発
表
)

が
す
ぐ
れ
て

い
る

の

は
、
外
国
語
や
外
来
語

の
多
用
宏
ち
が

っ
て
、
欧
文
脈

を
日
本
語

の
文
章

に
無

理
な
く
溶
け
込
ま
せ
た
点

に
あ

っ
た
と
い

っ
て
よ
い
。
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3

明
治

二
十

二
年

二
月

の
帝
国
憲
法
発
布
、

二
十
三
年

十

一
月

の
帝
国
議
会

開

会

に
よ

っ
て
、
帝

国
大

学
、
帝
国
生
命
、
帝
国
工
業
な
ど

「
帝
国
」
と

い
う
名

の
流
行

に
拍
車
が
か

か

っ
た
。
明
治

二
十
年
代

に
入

っ
て
、
鹿
鳴

館
時
代

を
ピ

ー

ク
と
す

る
欧
化
熱
や
改
良
熱

に
対
す

る
リ

ア
ク
シ

ョ
ン
か
ら
、
復
古
的
な
傾

向
が
強
ま

っ
て
き

て
い
る
。
第

一
次
伝
統
志
向
期
と
み

る
べ
き
ゆ
え
ん

で
あ
ろ

う
。山

田
美
妙

の
小
説

「
蝴
蝶
」
(
明
治

22
年

作
)

の
挿
絵

(
渡
辺
省
亭
画
)
が

「
裸
体
画
」
だ

っ
た
と
き

は
、
賛
否
両
論
が

か
ま
び
す

し
か

っ
た
。
そ
れ
が
明

治

二
十

八
年

の
第

四
回
内
国
勧
業
博
覧
会

に
、
、黒

田
清
輝

の
裸
体
画

「
朝
妝
」

が
出
品

さ
れ

る
と
、
批
判
的
な
論
調

の
方
が
強
く

な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
進
歩
的

な

フ
ラ
ン
ス
民
法

を
範

と
し

た
民
法
草
案

は
、
明
治

二
十

六

年

に
施
行
が
予
定

さ
れ

て
い
た
が
、
君
権
絶
対
主
義
学
説

の
帝
大
教
授
穂
積

八

束
が
延
期
論

を
主
張

し
た
。

「
民
法
出

で
て
忠
孝
亡

ぶ
」

の

ス
ロ
ー
ガ

ン
が
延

期
派

を
勝
利

に
導

い
た
の
も
、
伝
統
志
向

の
時
流

が
与

っ
て
力
あ

っ
光
で
あ

ろ

う
o第

一
次

西
洋
志
向
期

に
創
出

さ
れ
た
言
文

一
致
体
も
、
明
治

二
十
年
代

に
な

っ
て
か
ら
は
発

展
を
見
な
か

っ
た
。
む
し
ろ
逆

に
、
西
鶴

の
再
評
価

に
よ
る
元

禄
文
学
復
活

の
機
運

に
よ

っ
て
、
尾
崎
紅
葉
、
幸

田
露
伴
、
樋

口

一
葉
ら

が
、

雅
俗
折
衷

の
新
文
語
体

を
駆
使

し
て
多
く

の
名
作

を
書

い
て

い
る
。

次

の
明
治

三
十
年
代
初
頭

に
さ
か
ん
に
な
る

ロ
マ
ン
主
義
文

学
を
準
備

し
た

の
は
北
村

透
谷
、
島
崎
藤
村

ら
の

『
文

学
界

』
同
人
だ

っ
た
が
、
そ

の
評
論
も

漢
語

を
多
用
し
た
文

語
体

で
あ

っ
た
。

こ

の
時
期

に
お
け
る
言
文

一
致

運
動

は

不
振
だ

っ
た
と
い

っ
て
よ
い
。

新
語
が
作
ら
れ

て
も
、
外
国
語
や
外
来
語
は
少
な

か

っ
た
。
た
と
え
ば

「倶

楽
部
」

の
よ
う

に
、

原
語

の

Ω
q
び

に
意
昧

の
通

じ
る
漢
字

を
当

て
て
、

一

見
外
国
語

で
な

い
よ
う

に
仕
立

て
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
明
治

二
十
八
年
四
月

の

三
国
干
渉

に
際

し
て
は
、
中
国

の
故
事
成
句

「
臥
薪
嘗
胆
」
が
リ
バ
イ
バ

ル
し

て
流
行
語
と
な

る
時
代

で
あ

っ
た
。

4

日
清
戦
争
が
終

わ

っ
て
か
ら

日
露
戦
争
ま

で
の
十
年
間

は
、
軍
備
増
強

に
よ

っ
て
対
外
進
出
が

は
か
ら
れ
た
。
同
時

に
、
国
内

に
お
け
る
資
本

主
義

の
発
展

は
、
公
害

の
原
点

と
さ
れ
る
足
尾
銅
山

の

「
鉱
毒
」
問
題

を
起

こ
し
、
労
働
争

議

の
頻
発

を
も
た
ら
し
て
い
る
。

明
治
三
十
三
年

か
ら
、
自

由
廃

業
略

し
て

「
自
廃

」
と
呼
ば

れ
た
救
世
軍
首

し
の
の
め

唱

の
廃
娼

運
動

が
さ
か
ん

に

な

っ
た
。

「束
帯
云
の
ス
ト

ラ
イ
キ
」

の

「
ス
ト

ラ

イ
キ
節
」
が
全
国
的

に
流
行
し
た

の
も
、
そ
う
し
た
機
運

と
無

縁
で
は
な
か

っ

た

で
あ
ろ
う
。

学
術

・
文
化

の
分
野

で
は
、
欧
米

の
水
準

に
近
づ
こ
う
と
す
る
努
力
が
真
剣

に
つ
づ
け
ら
れ
た
。
欧
化
熱

に
対

す
る
リ

ア
ク
シ

ョ
ソ
を
生
じ
た
明
治

二
十
年

代
も
、
後

半
か
ら
は
再
び
西
欧

の
新

し
い
思
想
や
文
芸
を
熱
心

に
吸
収
す

る
明

治
三
十
年

代

の

第

二
次
西
洋
志
向
期

へ
の
胎

動
を
見
せ
る
。
『
文
学
界
』

の

ロ

マ
ン
主
義
運
動

は
、
そ

の

一
つ
の
現
わ
れ

で
あ

っ
た
。

島
崎
藤
村

の
詩
集

『
若
菜
集
』
(
明
治

30
年
刊
)
、
与
謝
野
晶
子

の
歌
集

『
み

だ
れ
髪
』
(
明
治

34
年

刊
)

は
、

明
治

ロ
マ
ン
チ
シ
ズ

ム
の
輝

か
し
い
メ
ル
ク

マ
ー

ル
と

い
う

べ
き

で
あ

ろ
う
。

そ
う

し
た
動
き

は
、
日
露
戦
争
前
後

の
自
然
主
義
、
社
会
主
義

の
文
学
と
無

関
係

で
は
な
い
。

こ
の
時
期

に
は
藤
村

の
よ
う
に
、

ロ
マ
ソ
主
義

の
詩
人

か
ら
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自

然
主
義

の
小
説
家

へ
変

貌
す
る
こ
と
も
可
能
だ

っ
た
の
で
あ

る
。

明
治

二
十
年

代

に
は

一
時
停

滞
し
て

い
た

言
文

一
致

の

文
体
も
、

『
ホ
ト
ト

ギ

ス
』
派

の
写

生
文
と
自

然
主
義
文
学
運
動

に
よ

っ
て
、

明
治

三
十
年
代
後
半

に
確
立

さ
れ
た
亀
女

学
生

言
葉

「
よ
く

っ
て
よ
」
が
頻
発

す
る

「
ヨ
ク
テ

ヨ
小

説
」
も

こ
の
時
期

に
流
行

し
て
い
る
。

小
説

に
言
文

一
致
体
が
採
用

さ
れ
た
パ
ー

セ
ソ
テ
ー
ジ
は
、
明
治

三
十

八
年

度
が

七
八
%
、

三
十
九
年
度
が
九

一
%
、

四
十
年
度
が
九

八
%
だ

っ
た
と

い
う

(
山
本

正
秀

「
開
化
期

の
文
体

を
め
ぐ

っ
て
」
昭
和

39
年
)
。
近
代
文
章

史

上

き

わ
め
て
重
要

な
時
期
だ

っ
た
と
い

っ
て
よ
い
。

5

日
露
戦
争
が
終

わ

っ
て
か
ら
、
直
接
行
動
派
が
議
会
政
策
派

よ
り
強
く
な

っ

た
社
会

主
義
運
動

に
対

し
て
、
政
府

は
き
び

し
い
弾
圧

を
加
え
た
。
大
逆
事
件

で

は
、

明
治

四
十

三
年

六
月

に
検
挙

さ

れ

た
幸
徳
秋
水
ら
無
政
府
主
義
者
が

「
逆
徒
」

と
し
て
処
刑

さ
れ

て
い
る
。
明
治
末
期

か
ら
大

正
初
年

に
か
け

て
の

第

二
次
伝
統
志
向
期

は
、
労
働
運
動
史
上

の
い
わ
ゆ

る

〃
冬

の
時
代
"
と
重
な

っ
て
い
た
。

日
露
戦
争

の
直
後

に
、
島
崎
藤
村

の

「
破
戒
」

(明
治

39
年
作
)
、

田
山
花
袋

の

「
蒲
団
」
(
明
治

40
年
作
)

が
発
表
さ
れ

て
さ

か
ん
に
な

っ
た

自
然
主
義
文

学

は
、

し
ば

し
ば

「
モ
デ

ル
問
顆
匚

を
起

こ
し
て
い
る
。

「
出
歯

る
」
と

い
う
流
行
語
を
生
ん
だ
明
治
四
十

一
年

三
月

の
出
歯
亀
事
件

(
大
久
保

の
植
木
職
池
田
亀

太
郎
が
湯
帰
り

の
婦
人
を
暴
行
し
た

の
ち
殺

し
た

と
さ
れ

る
)

と
結
び

つ
け
ら
れ

た
り
、

自
然
主
義
即

「
耽
溺
」
(
小
栗
風
葉
と

岩
野
泡
鳴

の
二
人
が
同
名

の
小
説
を
書

い
た
)
主
義

と
さ
れ
た
り
し
て
、
発

禁

処
分
を
受
け
た
作
品
も
少
な
く
な

い
。

明
治

二
十
年
代

の
第

一
次
伝
統
志
向
期

は
、
欧
化
熱

に
対
す

る
反
発

か
ら
、

西
洋
体
験
を
持

た
な

い
人

々
が
復
古
主
義
や
国
粋
主
義
を
唱
え

た
。

し
か
し
第

二
次
伝
統
志
向
期

に
お
い
て
は
、
森
鴎
外
や
永
井
荷
風
ら

〃
洋
行
帰
り

の
保
守

主
義
者
"
が
、

西
欧
近
代
を
模

じ

て
及
ぼ

な

い
当
時

の
日
本

の
現
状
を
批
判

し
、
反
自

然
主
義

の
立
場
か
ら
、
江
戸
時
代

の
モ
ラ
ル
や
美
意

識

に
強

い
関

心

を
示
し
て
い
る
。

明
治
四
十
四
年

九
月
創
刊

の

『
青
鞜

』
で

「
元
始
女
性

は
太
陽

で
あ

っ
た
」

と
宣
言
し
た
平

塚
ら
い
て
う

(明

子
)

ら
に
対

し
て
も
、

ジ

ャ
ー

ナ
リ
ズ

ム
が

付
け
た

「
新

し
い
女
」

と
い
う

レ

ッ
テ

ル
に
は
、

マ
イ

ナ
ス

・
イ

メ
ー
ジ
が
と

も
な

っ
て
い
た
。

大

ヒ
ッ
ト
し
た

フ
ラ
ン
ス
の
悪
漢
映

画

「
ジ
ゴ

マ
」
が
、

社
会

的
弊
害

を
考

慮

し
た
警
視
庁

に
よ

っ
て
大

正
元
年

に
上

映
禁

止
と
さ
れ
た
り
、
大

正
三
年

に

発
売

さ
れ
た
松
井

須
磨

子
の

「
カ
チ

ュ
ー

シ
ャ
か
わ
い
や
」

の
レ
コ
ー
ド
が
、

教
育
界
や
宗
教
界

で
問
題
化

し
た
の
も
、
当
時

の
風
潮

を
示
し
て
い
る
と
い

っ

て
よ
い
。

明
治
三
十
七
年

に
小
学
校

の
国
語
教
科
書

が
国
定

と
な

っ
て
以
来
、
標
準
語

が
全
国
的

に
浸
透
し
て

い

っ
た

こ
の
時
期

に
は
、
外

来
語

が
急

増
す
る
大

正
中

期

を
ひ
か
え
て
、
新

旧
の
用
語

が
大

き
く
交
替

し

つ
つ
あ

っ
た
と
み
る
べ
き

で

あ

ろ
う
。

6

大
正

三
年
七
月

の
第

一
次
世
界
大
戦
勃
発

の
前
後

か
ら
、
大
正
デ

モ
ク
ラ
シ

ー
の
気
運
が
高

ま

っ
た
。

大
正
五
年

か
ら
吉
野
作
造
が
首
唱

し
た

「
民
本
主

義
」

(茅
原
華
山

の
造
語
と

い
う
)

は
、
そ

の
有
力
な
指
導
理
論
だ

っ
た

と

い

え
る
。
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大
戦
末
期

の

大
正

六
年

十

一
月

に

ロ
シ
ア

で
革
命
政
権
が
生
ま
れ

た
こ
と

は
、

わ
が
国

の
社
会

主
義
勢
力

や
労
働
運
動

に
大
き

な
影
響

を
与

え
た
。

大

正
八
年

四
月
創
刊

の
総
合
雑
誌
名

と
な

っ
た

「
改
造

」
を
合

い
言
葉

に
、

「
普
選
」
実
現

へ
の
動
き

は
強

ま
り

「
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
」
階
級

の
台
頭
が

目
ざ

ま

し
く
な

っ
た
。
政
府

の

「赤
化
」
対
策

も
、

そ

の
き
び
し
さ
を
増

し
て
ゆ
く
。

ビ

リ

ケ
ソ

大
戦
後

の
大

正
七
年

に
シ
ベ
リ

ア
出
兵

を
強
行
し
た

「
非
立
憲
首

相
」
寺

内

正
毅

(
頭

の
形

が

マ
ス

コ
ッ
ト
人
形
ビ
リ

ケ
ン
に
似
て

い
た
)
は
、
米
騒
動

の

責

任
を
と

っ
て
退
陣
し

た
。
同
年
九
月

「
平
民
宰

相
」
原
敬
が
、
あ
と
を
受
け

て
わ
が
国
最
初

の
本
格
的
政
党
内
閣
を
発
足
さ

せ
た
が
、
十
年
十

一
月

に
右
翼

青
年

に
よ

っ
て
暗
殺
さ
れ
て

い
る
。

明
治
末
期

か
ら
大
正
初
年

に
か
け

て
の
反
自
然
主
義

の
な

か
で
も
、
新

し
い

西
欧
思
想

の
同
時
代
的
影
響

を
受
け

て
、

ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ

ム
と
個
性
尊
重
を
理

想
と
す

る

『
白
樺
』

の
作
家

た
ち
が
、
大
正
前
半

の
文
壇

を
リ
ー
ド
し
た
。
そ

れ

は
大
正
十

二
年
九
月

の

「
震
災
」
以
後
、
昭
和
初
年

に
か
け

て
の
.フ
ロ
レ
タ

リ
ア
文
学

へ
と
発
展

し
て
ゆ
く
。

こ
の
時
期

は
第

三
次

西
洋
志
向
期
と

み
る
べ

き

で
あ

ろ
う
。

そ

の
こ
と
は
、
外
来
語

の
急
激
な
増
加
現
象

に
も
現

わ
れ

て
い
る
。
明
治
時

代

に
は
気
取

っ
た
感

じ
を
与

え
た
外
来
語
が
、
大
正
時
代

に
は
普
通

の
日
常
語

と
受

け
と
ら

れ
る
傾
向

が
強
く

な

っ
た

(楳
垣
実

『
日
本
外
来
語

の
研
究
』
昭

和

38
年
刊
)
。

震
災
後

の

「
復
興
」
機
運

と
と
も

に

「
乗
合
自
動
車
」

の
よ
う
な
新

し
い
交

通
機
関
が
誕
生

し
、
大
正
十

四
年

七
月

に
は
、

J
O
A
K
の
本
放
送

で

「
ラ
ジ

ナ
」

と
い
う
電
波

メ
デ

ィ
ア
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
大

正
十
五
年
十

二
月
配
本
開

始

の
改
造

社

『
現
代

日
本
文
学

全
集

』
が

も
た
ら
し
た

「
円
本
」
ブ
ー

ム
が
、

活
字

メ
デ

ィ
ア
の
活
性
化
を
も

た
ら

し
た
こ
と
も
無
視

す
る
わ
け
に
は
ゆ

か
な

い

。

お
わ
り

に

明
治
大

正
の
新
語

・
流
行
語

・
風

俗
語

を
、

そ
の
素
材

と
造
語
法

と
い
う
視

点
か
ら
ま
と

め
て
、
結

び
と
し
た

い
。

新

語
が
生

ま
れ
る
と
き
、
全
く
新
し

い
素
材

で
作

ら
れ
る

ケ
ー

ス
は
あ
ま
り

多
く
な

い
と

い
え
る
。

た
と
え
ば
、

正
午

を
知
ら
せ
る

午
砲

の
音

か
ら
出
た

「
ド

ン
」、

ジ

ン
ジ

ソ
ジ

ン
タ
カ

タ

ッ
タ
…
…

の
響

き
を
生

か
し
た
楽

隊

の

「
ジ

ン
タ
」
な
ど
は
擬
声
語

的
表
現

に
よ
る
新
語

で
あ

っ
た
。

ま
た
、
明
治

二
十
年

に
大
流
行

し
た

コ
ッ
ク
リ
と
動

く
降

霊
術

の

「
コ
ヅ
ク

リ
さ
ん
」
、

ブ

ラ
ン
と
首
を
く
く

る

「
ブ

ラ
ソ

コ
」
な
ど

は

擬
態
語
的
表
現
と

い

っ
て
よ

い
。

明
治
十
年
ご
ろ

の

「
オ
ヤ

マ
カ
チ

ャ
ン
リ

ソ
」
、

二
十
四
年

ご

ろ

の

「
オ

ッ
ペ
ゲ

ペ
、
オ

ッ
ペ
ケ
ペ

ヅ
ポ
、

ペ

ッ
ポ

ッ
ポ

i
」
な
ど
、
意
味
不

明
な
が
ら

フ
ィ
ー
リ

ソ
グ

は
わ

か
る
流
行
歌

の

〃
囃

し
言
葉
"

は
、
感
覚
語
的

表
現
と

み
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
新
語

・
流
行
語

の
大
部
分

は
、
在
来

の
素
材
を
供
給
源
と
し

て
い

る
。

そ

の
作
ら
れ
方
、

使
わ
れ
方

を

(
A
)
借
用
、

(
B
)
合
成
、
(
C
)
省

略
、

(
D
)
転
化

の
四

つ
に
分

け
て
考

え
て
み
よ
う
。

(
A
)
借
用
-

外
国
語
か
ら
借
用
し
た
新
語
は
非
常
に
多
く
、
発
音
や
意

味
が
多
少
変

わ

っ
て
も
原
語

の
ま
ま

の
外
来
語
、
和
語
ま

た
は
漢
語

に
翻
訳
さ

れ

た
訳
語

の
二

つ
に
分

け
ら
れ

る
。

た
と
え
ば
、

オ

ラ
ソ
ダ
語

脅
○
艮

①
昌

(飲
む
)
か
ら
出

た

「
ド

ロ
ン
ケ
ソ
」
、

フ
ラ
ゾ

ス
語

℃
費
江
。・9
ロ

(党
員
)

か
ら
転
化

し
た

「
パ

ル
チ
ザ

ソ
」
、

ド
イ
ツ

語

い
鑑
旨
℃
魯

(古
着
)

か
ら

の

「
ル
ン
ペ

ン
」
な
ど

は
、

そ
れ
ぞ
れ
発
音
や

意
味
が
変
化

し
た
外
来
語
だ
が
、
英
語

か
ら

の
も

の
が
も

っ
と
も
多

い
こ
と

は
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い
う
ま
で
も
な

い
。

な
か

に
は

「
倶
楽
部
」

(Ω
二
び
)

や

「
型
録
」

(O
象
巴
o
αq
ま

)

の
よ
う

に
、

意
味

の
ぴ

っ
た
り
合

っ
た
漢
字
を
あ

て
て
、
日
本
語
と
錯

覚
さ

せ
か
ね
な

い
ケ

ー

ス
も
あ
る
。

欧
米
語
が
漢
語

に
訳
さ
れ

た
新
語

は

「
富
国
強
兵
」

「
自
由
平
等
」
と

い

っ

た

〃
四
字
漢
語
"
が
、
明
治
初
年

に
お
い
て
特

に
目
立

つ
。

フ
ラ

ン
ス
語

か
ら

直
訳
さ
れ

た
漢
語

「
血
税
」

は
、
単

に
兵
役
を
意
味
す

る
だ

け
だ

っ
た
も

の
が

生
き
血
を
取
ら
れ

る
と
い
う
誤
解

を
招

い
た
。

三
国
干
渉

に
際

し
て
の

「
臥
薪
嘗
胆
」
を

は
じ

め
、
大
正
七
年

に
朝
日
新
聞

社
筆
禍
事
件

の
原
因

と
な

っ
た

「
白
虹

日
を
貫
く
」

(
不
吉

の
前
兆

を
意
味
す

る

こ
の
語
が
安
寧
秩
序
を
乱
す
と
さ
れ

た
)
な
ど

は
、
中
国
古
典

の
故
事
成
旬

が
新

し
い
意
味
を
も

っ
て
蘇

っ
た
も

の
と

い

っ
て
よ
い
。

外
国
語
や
古
典
語
ば

か
り

で
な
く
、
方
言

か
ら
流
行
語
が
生
ま
れ

た
ケ
ー
ス

も
あ

っ
た
。
「
塩
原
多
助
」

の

「
が
ん
す
」
な
ど

は
そ

の

一
例

で
あ
ろ
う
。

(
B
)
合
成
-

和
語

・
漢
語
を
新

た
に
合
成

し
た
新
語

は

「
文
明
開
化
」

「活

動
写
真
し
な
ど
、
も

っ
と
も
多
く
み
ら
れ

る
も

の
だ
が
、
外
国
語
と
日
本

み

ず

て

ん

　

語

の
合
成
も
、
土
曜
日

の

「半

ド

ン
」
、

不
見
転
で
オ
ー

ラ
イ

(働
　

匡
σq
窪
)

す
る

「応

来
芸
者

」
な
ど
が
あ
げ

ら
れ

る
。

(
C
)
省
略
i

新
語

や
流
行
語

は
、
省
略

し
て
使

わ
れ
る

ケ
:

ス
が
少
な

く
な

い
。
「
円
本
」

は

一
円
本

の
上
部
省
略

だ
が
、

デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ

ョ
ン

(
勉
⑦
bPO
口
ω酔肖⇔
酔
博○
昌
)

の

「
デ

モ
」
、

ス
ト

ラ
イ
キ
、
(ω
霞
律
o
)

の

「
ス
ト
」

の
よ
う
な
下
部
省
略

の
方
が
多

い
。

複
合
語

の
省
略

に
も
、
活

動
写
真

の

「
活
動
」
、
円
太
郎
馬
車

の

「
円
太
郎
」

の
よ
う
な
下

の
単
語

の
省
略
、
自

由
廃

業

の

「
自
廃
」
、
普
通
選
挙

の

「
普
選
」

の
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ

の
単

語

の
下
略
が
あ
る
。

(
D
)
転
化
-

新
語

の
転
化

で
は

「
出
歯
亀
」

か
ら

「
出
歯

る
」
、
「
サ
ボ

タ
ー
ジ

ュ
」
(
ω⇔
び
o
富
σq
。
)

か
ら

「
サ
ボ

る
」
な
ど
、
名
詞

の
動
詞
化
が
も

っ

と
も
多

い
。

ビ

リ
ケ

ン
頭

を
も

じ

っ
て

「
非
立
憲
首
相
」

と
呼

ん
だ

ケ
ー
ス
、
無
銭
飲
食

の
意
味

の

「
ラ
ジ
オ
」
が

「
無
線
電
話
」
(
蠢
象
o

の
初
期

の
訳
語
)

か

ら

生

ま
れ

た
ケ
ー
ス
な
ど
も
、
転
化

の
例

に
入
る
で
あ

ろ
う
。

特
定

の
個
人

に
よ

っ
て
作
ら
れ

た
流
行
語

と
し
て
は
、
明
治

三
十

六
年
五
月

に
日
光
華
厳
滝

に
身

を
投
げ

た

二
咼
生
藤
村
操

の

「
人
生

不
可
解
」
、

大
正
九

年

の
議
会

で
政
府
攻
撃
演
説
中

に
永
井
柳
太
郎
が
述

べ
て
問
題

に
な

っ
た

「
西

に

レ
ー

ニ
ン
、
東

に
原
敬
」
な
ど
が
あ

っ
た
。

個
人
以
外

の
階
層
方
言

で
は

「
天
賦
人
権
」

「
民
本
主
義
」
な
ど

の
学
術
用

語
、
「
よ
く

っ
て
よ
」

「
知
ら
な

い
わ
」

な
ど

の
女
学
生
用
語
、
「
直
接
行
動
」

「
同
盟
罷

工
」
な
ど

の
労
働
運
動
用
語

の
ほ
か
、
「
今

日
は
帝
劇
、
明
日

は
三
越
」

と

い

っ
た
広
告

の
キ
ャ

ッ
チ

・
フ
レ
ー
ズ
が
あ
げ
ら
れ

る
。

こ
れ
ら

の
世
相
を
示
す
新
語

・
流
行
語

・
風
俗
語

は
、
明
治
時
代

に
は
も

っ

ぱ
ら
新
聞

・
雑
誌
な
ど

を
通

し
て
、
あ

る
い
は
演
芸

・
音
曲

・
流
行
歌

に
よ

っ

て
拡
ま

っ
た
と
み
て
よ

い
。
そ
れ

に
大
正

の
初
期

か
ら

は
活
動
写
真

(
映
画
)
、

末
期

に
は
ラ
ジ

オ

(
放
送
)
も
加
わ

っ
た
。

昭
和
初
年
以
後

は
、
急
激

に
発
達

し
た

マ
ス

・
メ
デ

ィ
ア
が
拡

め
手
と
な

っ

て
、

新
語

・
流
行
語
が
送
り
出
さ
れ
る
量
と

ス
ピ
ー
ド

は
増
大
し
た
。

し
か

し
、
そ

の
素
材

や
造
語
法

は
明
治
大

正
時
代

と
さ
し
て
変

わ
ら
な
い
ま
ま
、
現

代

に
ま
で
及
ん
で
い
る
と

い
え
る

の
で
あ
る
。
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